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第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト熊本県大会要項 

 

１ 目的  （全国大会要項より） 

  現代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と、未来への展望をもつ人間としての成長をめざし、校内

放送活動をメディアリテラシーの実践として位置づけ、情報発信としての放送活動の発展をはかる。 

 

２ ねらい 

（１）美しく豊かな日本語を大切にする心情を育て、あわせて話す力、表現する力を高める。 

（２）情報発信者としての自覚を高め、あわせて創造性を育てる。 

（３）社会との関わりに目を向け、放送の果たす役割を学ぶ。 

（４）人間尊重の心を培い、国際理解を深める放送の働きを確かめる。 

（５）学園生活の中にうるおいを育て、心のふれあいの場をつくる。 

 

３ 研究主題 

  全国統一テーマ：「私たち高校生と放送」 

  高校生の連帯、先生方とのきずな、地域や社会への結びつきを、日常生活の中で考え、主体的に放送

活動に展開すること。 

 

４ 主催 

  熊本県高等学校文化連盟放送専門部   ＮＨＫ熊本放送局 

 

５ 日時・会場 

（１）日 時 令和６年（２０２４年）６月９日（日）  

        アナウンス・朗読部門 予選・決勝 

        ドキュメント・ドラマ部門 決勝 

研究発表部門  

          8:30～ 9:00  受付・諸連絡 

           (9:00～ 9:20  開会式) 

          9:30～12:00  アナウンス・朗読部門予選   

                  9:30～12:00   ドキュメント・創作ドラマ各部門    

          12:20～        アナウンス・朗読部門決勝進出者発表 

          12:30～12:40  アナウンス・朗読部門決勝進出者受付 

          12:45～14:00  アナウンス部門決勝  

               14:00～15:00  研究発表会部門決勝 

          14:15～15:45  朗読部門決勝 

          （16:15～17:00  閉会式） 

 ※全部門の決勝の結果はホームページ上で発表する。 

（２）会 場  熊本市立必由館高等学校 

         〒860-0863 熊本市中央区坪井４丁目１５番１号 （地点：南千反畑） 

必由館高校までのアクセス 

熊本電鉄バス 系統（C1、C3）「市立必由館高校前」下車 徒歩約５分。 

受付場所は体育館です。正門を入って正面に進んでください。 
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６ 参加規定 

  ｢校内放送研究No.１９１」（以下、赤本） の２ページを参照すること。 

  次のＵＲＬからダウンロードすること。  (https://hosokyoiku.jp/ncon_h/)  

   提出部数等、県大会独自の規定があるので、下記を熟読して不備のないよう注意すること。 

（１）参加資格 

①２０２４年７月現在、熊本県内の以下の学校・専修学校・各種学校に在籍中の生徒およびその生徒

の作品であること。 

    ・高等学校および中等教育学校の後期課程 

    ・特別支援学校の各高等部 

    ・高等専門学校(第３年次までの生徒) 

    ・専修学校および各種学校（修業年限が高等学校と一致していること） 

②各部門への参加は、当該校の代表であること。 

  ③アナウンス・朗読部門へのエントリーは１名１部門とし、各部門に何人エントリーしてもかまわな

い。また、番組制作および校内放送研究発表会の各部門は１部門のエントリーは１校１作品とする。 

  ④番組制作の各部門は、高校生の創作に限る。また、他のコンテスト・コンクールなどに参加した作

品やそれを改変した作品の参加は認めない。 

 

（２）エントリー（県代表推薦数） 

部門 県大会の各校エントリー数 全国大会への県代表推薦数 

アナウンス 制限なし ６ 名 

朗読 制限なし ６ 名 

ラジオドキュメント １作品 ４作品 

テレビドキュメント １作品 ４作品 

創作ラジオドラマ １作品 ２作品 

創作テレビドラマ １作品 ２作品 

校内放送研究発表会 １ 点 ２ 校 

※全国大会の参加費は、各代表校の負担とする。 

（３）アナウンス部門 

  ①アナウンスする内容は、自校の校内放送に使用するものとし、原稿を生徒が自作したものに限る。 

②アナウンスのはじめに、エントリー番号と氏名を読むこととし（学校名は読まない）、時間はそれ

らを含め、１分１０秒以上１分３０秒以内とする。字数は制限しない。 

 ※エントリー番号は事前に交付する。 

③原稿用紙は、第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストのホームページから様式１をダウンロード

して使用すること。出場者自身が直接入力したものか、手書きしたものを３部（コピー可）提出す

る。（書き方は赤本に従うこと。） 

※原稿は、必ず袋とじにして右側２ヵ所をホッチキスで綴じる。（仕上がりサイズはＡ５版となる。） 

 

（４）朗読部門 

   ①次の５作品から１編を選び、自分の表現したい部分を決め、朗読する。作品の改変は認めない。 

   ※抽出は文頭から開始し、文末で終了とすること。一文途中の開始や終了は改変とみなす。 

本文中の（  ）内も読むこと。（読み仮名・注を除く） 

  



- 3 - 

 

作品 

番号 
作   品 著 者 出 版 社 注 意 

１ 泥流地帯 三浦 綾子 新潮文庫 電子書籍不可 

１）は平成21年56刷改版以

降のものに限る。２）、３

)は収録作品のいずれを選

んでも良い。４）は他の出

版社、翻訳者のものは不可

。５）は現代語訳不可。 

*２）の作者の現在の筆名は「

吉本ばなな」である。 

２ 小さな幸せ46こ よしもと ばなな 中公文庫 

３ レキシントンの幽霊 村上 春樹 文春文庫 

４ チップス先生、さようなら 
ジェイムズ・ヒルトン著 

白石 朗 訳 
新潮文庫 

５ 大鏡  出版社は問わない 

②朗読のはじめに、エントリー番号、氏名、作者名（訳者名は読まない）、作品名を読むこととし（学

校名は読まない）、時間はそれらを含め１分３０秒以上２分以内とする。字数は制限しない。 

 ※指定作品３）は選定した収録作品の各タイトルを作品名として読むこと。５）については作品名

のみで良い。 

※エントリー番号は事前に交付する。 

③原稿用紙は、第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストのホームページから様式１をダウンロード

して使用すること。出場者自身が直接入力したものか、手書きしたものを３部（コピー可）提出す

る。（書き方は赤本に従うこと。） 

※原稿は、必ず袋とじにして右側２ヵ所をホッチキスで綴じる。（仕上がりサイズはＡ５版となる。）

なお、指定作品１）～４）については原稿表紙に抽出部分の開始ページを記入すること。 

 

（５）ドキュメント・創作ドラマ・校内放送研究発表会部門 

     高校生活や地域社会とのかかわりの中に広く素材を求め、ラジオ・テレビの特性を生かして制作さ

れた、高校生としての視点を大切にした、独創的な作品であること。また、全国統一テーマ「私たち

高校生と放送」に沿った高校生に向けた内容であること。 

  ※赤本の下記ページを熟読し、規定違反のないように制作すること。 

①著作権に関すること 

「参加規定」（２ページ）「変更・追加・注意点」（５ページ）「番組制作について」（１７ページ） 

  ※詳細「番組部門制作関連資料」https://hosokyoiku.jp/ncon_h/info/pdf/71_siryou.pdf 

     ②各部門の規定 

     ラジオドキュメント部門： ８～ ９ページ  テレビドキュメント部門：１０～１１ページ 

       創作ラジオドラマ部門 ：１２～１３ページ  創作テレビドラマ部門 ：１４～１５ページ 

       校内放送研究発表会：１６ページ 

  ※テレビ部門の作品画面のアスペクト比は、「１６：９」に統一すること。 

    ※テレビ作品は、テストパターンをホームページからダウンロードして改変せずに使用し、作品の前

後に５秒ずつ入れること。 

  ※ラジオ部門は、作品の前後に２秒程度のブランクを入れること。 

※赤本１７ページ「番組制作について」及びその詳細となる「番組部門制作関連資料（ダウンロード）」

を熟読すること。特に「番組部門制作関連資料」の 9～１２ページの記入例とその解説を参考にす

ること。 

  ※校内放送研究発表会は、赤本１６ページ「２．発表について」を熟読すること。PowerPoint のデー

タ容量は200MB以内、スライド画面切り替え効果とアニメーションの使用は禁止、音声・動画はス

ライドに挿入する（リンク貼り付けにしない）。 

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/info/pdf/71_siryou.pdf
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（６）コンテストにおける権利処理については、第 71回NHK杯全国高校放送コンテスト規定に則る。 

① 権利処理については、｢校内放送研究 191号｣（p17）を確認してください。 

②「取材の了解・許諾の手続き」、 「著作物を使用する場合の原則」、 「著作権フリー素材（CD、 

DVD）の使用について」、「インターネット上の素材の使用について」、「音楽著作物を使用する 

場合の手続き」、 「音楽以外の著作物・写真・映像等を使用する場合の手続き」、 「引用につい 

て（および生成 AI 使用に関する考え方）」、「 規定違反について」、「各様式のダウンロードと 

記入について」、「各様式の記入例」 大会HP(https://hosokyoiku.jp/ncon_h/)にアップされている 

「番組部門制作関連資料」https://hosokyoiku.jp/ncon_h/info/pdf/71_siryou.pdfを確認すること。 

 

（７）その他の注意 

  ①各規定や注意に反したもの、および時間の過不足は失格とし、審査の対象から外す。 

  ②番組各部門・研究発表会部門の音源使用に関わる著作権処理について 

・赤本を熟読し事前に処理を行い、許諾書・明細書のコピーを添付した上で作品を提出すること。 

    （提出時までに著作権処理を完了していない作品は失格とする。） 

   ・音源使用許諾申請書の様式は、「第７1 回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト」のホームページか

らダウンロードすること。 

   ・申請については、「番組部門制作関連資料（ダウンロード）」を参照すること。著作権料は参加

校の負担とし、必ず支払いまで済ませておくこと。 

・著作権フリー素材（CD・DVD）の使用については、私的使用でない場合（コンテストへの出品等）、

著作権の手続きが必要となるものもある。制作元に問い合わせて、よく確認すること。分からな

い場合は、使用不可とする。ただし、コンテスト委員会が著作権手続き不要の使用条件を確認し

ているCDについては、添付書類が不要となる。「番組部門制作関連資料」２ページ「３ 著作権

フリー素材の使用について」を確認すること。 

・インターネット上の素材のうち、条件を満たせば使用可能なものがある。「番組部門制作関連資

料」３ページ「４ インターネット上の素材の使用について」を確認すること。 

  ④赤本２３ページに「番組進行表 提出前のチェック項目」がついているので、番組進行表に不備が

ないか、必ず提出前にチェックすること。 

 

７ 原稿・作品提出に関する留意事項 

（１）必要部数および提出形式 

  ○アナウンス・朗読 

・原稿３部（専用原稿用紙（様式１）を使用する。（コピー可））（郵送または持参） 

＊データでの提出は不要です。 

  ○ドキュメント・創作ドラマ 

・作品データ Google Driveにアップロードするか、ＣＤ－Ｒまたは、ＤＶＤ－Ｒ２枚（審査用

１枚とバックアップ用１枚）を提出する。  

 ラジオ：音声ファイルMP3形式、作品の前後に２秒程度のブランク（無音）を入れる  

テレビ：MP4形式（アスペクト比16：9、H.264コーデック、HD画質以下＜解像度1080 

［1920×1080以下］＞）。SD画質も可 

・番組進行表（様式２－１～様式２－５）１部（郵送または持参） 

・番組進行表（様式２－１～様式２－５）のPDFファイル（Ａ４サイズ） 

 ※各データは１作品につき１ファイル作成する。トラックは１つのみとする。クローズ処理（フ

ァイナライズ処理）は行わない。 

 ファイル名：「（ラジオ／テレビ_ドキュ／ドラ）【学校名】（作品名）.mp3./mp4./pdf.」 
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   ※ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒは２枚とも、必ず複数のパソコンで再生できることを確認すること。 

Google Driveにアップロードする場合にも再生できることを確認すること。 

   ※「音源以外の著作物の使用、取材の許諾」を必要とする場合は、様式２－５を添付すること。 

      ※番組進行表等PDFのファイルをGoogle Driveにアップロードする。 

  ○校内放送研究発表会 

・研究要旨１部（２００字程度）（郵送または持参） 

・研究要旨のPDFファイル（Ａ４サイズ） 

・番組進行表（様式２－１（研発）～様式２－５）１部（郵送または持参） 

・番組進行表（様式２－１（研発）～様式２－５）のPDFファイル（Ａ４サイズ） 

・PowerPointのデータを１校につき２００MB以内（音声・動画はスライドに挿入）でＣＤ－Ｒに

入力したもの２枚提出するか、Google Drive にアップロードする。（必ずウイルスチェックを

行うこと） 

・ファイル名：「研発【学校名】（発表タイトル）.ppt./pdf.」 

   ※著作権の処理が必要なもの（ＢＧＭ、写真など）については、番組部門と同様の処理を行う。 

（様式２－１（研発）、２－２（研発用）、２－３、必要に応じて２－３，２－５） 

   ※ＣＤ－Ｒで提出する場合は２枚とも、事前に複数のパソコンで再生できることの確認を行うこ

と。また、Google Driveにアップロードする場合にも同様に確認すること。  

   ※研究要旨・番組進行表等のPDFファイルをGoogle Driveにアップロードする。 

 

（２）「登録シート（５月２２日提出）」「全部門登録と登録料確認シート（５月２９日提出） 

氏名、ふりがな、学年他必要事項を記入する。 

 

（３）原稿（アナウンス・朗読部門） 

必ず袋とじにし、右側２ヵ所をホッチキスで綴じる。仕上がりサイズはＡ５版となる。 

 

（４）参加ラベル（番組各部門） 

○ラジオドキュメント・創作ラジオドラマ 

ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒで提出する場合には、レーベル面に部門名、学校名、作品名を記入もし

くは印刷する。また、ケースには参加ラベルを貼り付ける。 

  ○テレビドキュメント・創作テレビドラマ 

ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒで提出する場合には、レーベル面に部門名、学校名、作品名を記入もし

くは印刷する。また、ケースには、参加ラベルを貼り付ける。 

○校内放送研究発表会 

ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒのレーベル面で提出する場合には、部門名、学校名と作品名を記入する。

また、パワーポイントデータは必ずウィルスチェックを済ませてから提出する。また、ケースには

参加ラベルを貼り付ける。 

※テレビ番組のメディアには、アスペクト比（１６：９）を記入する。 

 

（５）番組進行表 

  ①表紙は必ず様式規定どおりの内容と順序で必要事項を記載する。必ず１枚にまとめる。 

  ②ＣＵＥシートは、「番組部門制作関連資料（ダウンロード）」に詳しい記入例が掲載されているの

で必ず確認すること。１枚にまとめる必要はない。 

③権利処理一覧表は、作品に使用した著作物と権利処理内容を全て記入すること。著作権処理の必要

な音源等を使用した場合、許諾書と明細書のコピーも添付すること。 
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（６）番組各部門について 

  ①Google Drive にアップロードする。メディアで提出する場合は、ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒのみ。必

ず２枚とも複数のパソコンで再生できることを確認して別々のケースに入れて提出すること。 

  ②校外の施設を利用して制作する場合は、その施設の利用時間等の規定および高校生としての良識に

反しないよう注意する。 

  ③企画・番組進行表作成、収録、機器の操作等一切、終始、参加資格のある生徒のみが制作にあたる

こと。 

 

原稿・作品全般にわたって注意してほしい点 

ア．県大会独自の規定以外は、全て第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストの規定どおりに行うので、

顧問の先生は、赤本「校内放送研究」（ＮＯ．191）を熟読し、適切に処理してください。 

イ．各種原稿用紙・番組進行表などはすべて、「第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト」のホーム

ページからダウンロードしたものを使用してください。 

        https://hosokyoiku.jp/ncon_h/  

 ウ．県大会とは異なり、第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストは、アナウンス・朗読部門において

は準決勝・決勝課題が課されます。「番組部門」は７０回と同様に作品をデータで提出します。形式

については、赤本「校内放送研究」（ＮＯ．１９１）の各部門のページに記載されている指示にした

がってください。 

 

８ 参加申込 

（１）提出物 

① 「【学校名】71Nコン県大会登録.xlsx」ファイル内の次のシート 

・「登録シート」はファイル名と件名を「【○○高校】県大会登録シート」にして添付ファイルで提出して下さ

い。 

★アナ、朗部門：参加生徒名、学年、作品番号(朗読のみ)等を登録、 

★番組、研究発表部門：エントリーの有無を登録  

・「全部門登録と登録料確認シート」は、ファイル名と件名を「【学校名】県大会全部門登録と登録料」にし

て添付ファイルで送信して下さい。 

「登録シート」の様式（Excelファイル）は、要項とともに各校のメールアドレスに送信しています。

また、熊本県高等学校文化連盟放送専門部ホームページからもダウンロード可能です。 

 ② 各部門の提出物 

本要項４～６ページ「７ 原稿・作品提出に関する留意事項」で確認すること。 

（２）登録料の納入 

６月の県大会においてエントリーする生徒・作品ごとに登録料を納入する。 

① 登録料 

○アナウンス・朗読部門（原稿・データ提出分）１名につき    １，０００円 

○番組制作・校内放送研究発表会の各部門 １作品（１点）につき ３，０００円 

② 納入期限・方法 

  ６月５日（水）までに、学校ごとに一括して振り込むこと。 

※振込手数料は各校で負担すること。 

※「全部門登録と登録料確認シート」（５月２９日（水）提出分）の金額と相違がないよう十

分留意すること。 

 

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/
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提 出 先 

 

熊本市立必由館高等学校  熊本市中央区坪井４丁目１５番１号 

  熊本県高文連放送専門部  花川 貴三子 宛   

  電話 096-343-0236   ＦＡＸ 096-344-7289   

E-mail：tt03-kbc@g.bears.ed.jp 

① 提出期限   

ア 令和６年（２０２４年）５月２２日（水）１７：００ 

登録シート（アナウンス・朗読エントリー番号交付用、番組等出品数確認用） 

電子メールにて送信 

イ 令和６年（２０２４年）５月２９日（水）１７：００必着 

全部門登録と登録料確認シート、番組作品データ、番組関連書類 

電子メール・アップロード・郵送または持参 

     ※１７：００には専門部職員が本校正面玄関に待機しています。刻限を過ぎた場合は一切

受け付けません。 

   ウ 令和６年（２０２４年）６月５日（水） １７：００必着 

     ・アナウンス・朗読原稿３部（エントリー番号を記入したもの） 

      郵送・持参 

     ・研究発表PPTデータ、研究発表進行表、著作権関係書類 

      アップロード・郵送または持参 

     

 ②著作権処理をして発生した著作権料は、各校で支払うこと。 

 ③提出時に著作権処理が完了していない作品や、許諾書・明細書のコピーを添付していない作

品は失格となります。 

 ④登録料の納入について 

納入期限  令和６年（２０２４年）６月５日（水） 
 

振込先  （銀行名）  肥後銀行 楠支店  （口座番号）１６０８８１６ 

（口座名義人）熊本県高等学校放送部 部長 上野 正直 
 

    ※振込時の依頼人は学校名でお願いします。（熊本県立や高校等は省く。例：必由館） 

 
 

９ 顧問の先生方へ 

（１）今後の大会・校内放送合同講習会などに関する連絡等は、下記のホームページに掲載します。 

（２）各自で上履きの準備をお願いします。 

（３）ゴミは全て持ち帰るようにお願いします。 

 

 

 

 

  

熊本県高文連放送専門部ＨＰ 『 https://ws.higo.ed.jp/hshouso/ 』 

mailto:tt03-kbc@g.bears.ed.jp


- 8 - 

 

第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト 熊本県大会用 参加ラベル 

 

１ 適度な大きさにコピーして、外枠に沿って切り取ってください。（不足する時はコピーしてください。） 

２ ＣＤ－ＲやＤＶＤ－Ｒのケースに貼付してください 

 

ＣＤ－Ｒ・ＤＶＤ－Ｒのケース用 

 

テレビドキュメント部門 
 

 

 

 

 

 

 

 

ラジオドキュメント部門 

学校名 学校名 

 

作品名 

 

 

 

作品名 

 

 

 

創作テレビドラマ部門 
 

 

 

 

 

 

 

 

創作ラジオドラマ部門 

学校名 学校名 

 

作品名 

 

 

 

作品名 

 

 

                                                                                                     

校内放送研究発表会 

学校名 

 

研究名 
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再確認！ 
 

Ｑ.1：提出期限が１7時までですが、少し遅れてもいいですか？ 

Ｑ.2：レコード会社がいつまでも曲の使用を許諾してくれないのですが、あ

とからでもいいですか？ 

Ｑ.3：提出した原稿に間違いがありましたが、取り替えることができます

か？ 
 

 

すべて「ＮＯ」とします。 

 

Ａ.1：提出期限に間に合わないものはすべて失格です。 

Ａ.2：許諾が得られた曲、あるいは著作権フリーの曲を使用して期限までに 

提出しなければ失格です。 

Ａ.3：原稿の誤記、誤読は審査の重要ポイントです。原稿を提出するときか 

らコンテストは始まっています。事前に十分確認してから提出してく 

ださい。 

 

○放送の世界では遅刻・誤り・著作権侵害は許されません。 

○ルールを厳守しなければ、公平・平等な審査はできません。 

○ルールを守らないことにより、専門部の作業に支障が生じ、ひいては他

の参加者の迷惑になります。 
 

放送人としての十分な自覚を！ 


